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都市再生整備計画の目標及び計画期間

市町村名 地区名 面積 127 ha

平成 18 年度　～ 平成 23 年度 平成 19 年度　～ 平成 年度

目標

目標設定の根拠
まちづくりの経緯及び現況

課題

将来ビジョン（中長期）

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

人／日 Ｈ１５ Ｈ２３

人 Ｈ１３ Ｈ２３

人 H１８ Ｈ２３5,470居住者人口 都市再生地区居住者数
新市街地の居住者数を2,300人増加と見込み魅力的な都市拠点
の形成を促進する

3,170

123,700

従業者数 明治地区従業者数（事業所・企業統計調査）
産業活動の活性化を図ることから、地区内の従業者数を指標とし
15,400人を目指す

7,703 15,400

駅乗降客数 辻堂駅の乗降客数（都市交通年報）
新たな都市機能の創出により、地域再生について駅乗降客数を指
標とし４０％の増加を目指す

90,000

・多様な機能を持つ都市拠点の形成を図るため、交通結節点機能の強化や来街者及び居住者等の利用者の安全性・利便性を向上させることが課題となっている。
・地区南側については既存商店街の活性化を図るため、駅前広場に面する民間ビルの老朽化に伴う建て替えとあわせ、南北自由通路に通じるデッキを整備し、駅南北の交流を促進させる必要性がある。
・新規計画道路と接続する既存道路とのアクセスの向上と、近隣住民の生活上の静寂を求めるための再整備が求められている。

・「ふじさわ総合計画２０２０」において都市拠点として位置づけられ、産業構造の変化に対応する都市機能の更新と強化を図る。
・都市再生特別措置法に基づく「都市再生緊急整備地域」の指定を受けたことにより、民間の創意工夫などを十分に活かしながら、研究開発や医療、文化、商業など新たな都市機能を導入するとともに、交通ネットワーク機能を充実することにより、湘南
地域における多様な都市機能を備えた都市拠点の形成を図る。

指　　標 定　　義 目標と指標及び目標値の関連性 従前値 目標値

都道府県名 神奈川県 藤沢市
ふ じ さ わ し

辻堂
つじどう

駅周辺
えきしゅうへん

地区
ち く

計画期間 交付期間 23

湘南Ｃ－Ｘ（シークロス）都市再生プロジェクトで魅力的な都市拠点を形成する。
・産業・文化・生活を広域に連携する高度複合拠点を形成する。
・地域・企業・市民の個性を創造する多様な機能を持つ都市拠点を形成する。
・快適な自然・都市環境を創造する永続的な運営体制を実現する。

・藤沢市域の西端となる当該地区は、これまで東海道沿線の産業集積の拠点として、地域経済を支えるとともに、その後背地に大学等の高次教育施設や大規模な住宅地を有し、また、湘南海岸へのアクセスにも優れていることから、湘南地域における
健康的で文化的なイメージを持つ都市拠点として発展してきた。
・しかし、近年の産業構造の転換などを背景として、昭和１１年から創業してきた駅に面する大規模工場の移転（平成１４年１１月）による遊休地の活用が大きな課題となり、都市再生に向けた取り組みが必要となった。このため、平成１５年度は当該地区
に関する地区整備基本計画を検討するために、隣接する茅ヶ崎市を含めた（土地所有者・学識経験者・藤沢市で構成する）「検討委員会」を設置し、一方、市民の意見・提案を計画づくりに反映させていくために、市民（駅勢圏を形成する地区の組織）・商
工業者の代表者と専門家で構成する「地域まちづくり会議」を設置し、また、当該地区に隣接する茅ヶ崎市においても「まちづくり市民会議」が設置された。検討委員会は、この２つの会議からの提案を可能な限り反映させ「地区整備基本計画」を平成１６
年２月に取りまとめた。
・そこで、民間の創意工夫などを十分に活かしながら新たな都市機能を導入するとともに交通ネットワーク機能を充実させ、多様な機能を持つ都市拠点の形成を図るため、都市再生特別措置法に基づく都市再生緊急整備地域の指定を平成１６年５月に
受けた。
・平成１６年度はこれまでの検討委員会を「調整委員会」として設置し、土地利用の調整及び骨格となる都市基盤施設の調整を地域まちづくり会議等の意見・提案を受けながら「地区整備計画」として取りまとめ、引き続き平成１７年度は、当該地区のまち
づくりを誘導していくための「まちづくり方針」を７月に策定し、まちづくりのコンセプトや土地利用の方針を定めるとともに都市計画法に基づく手続きを進め、１２月に当該地区に関連する１１案件の都市計画決定・変更を行った。
・都市基盤施設整備の事業手法としては、工場跡地を中心とする約２５haについては、個人施行同意型土地区画整理事業（施行者都市再生機構）として、平成１８年３月に事業認可を得て既に着工しているところであり、また、区画整理区域から国道１号
及び市道辻堂駅遠藤線にそれぞれ連絡する都市計画道路２路線については、都市再生機構法に基づく直接施行として都市再生機構が区画整理事業と一体的な整備を図ることとし、平成１８年６月に事業承認を得て現在用地取得業務を行っているとこ
ろである。
・また、ＪＲ辻堂駅改良及び周辺への連絡デッキ等については、駅南北の既存商店街との交流促進や狭隘なプラットホーム及び施設の老朽化について多くの駅利用者から改良を望まれているところであり、新たなまちづくりによる利用者増にも対応した
機能の強化が求められている。
・これらと併行して「まちづくり方針」等に定められた当該地区の土地利用計画等に基づき進出事業者の誘致を積極的に行っているところであり、現時点で産業系４社が決定しており、一部施設建設に着手している状況である。



都市再生整備計画の整備方針等

計画区域の整備方針

その他

方針に合致する主要な事業
〇交通結節機能の強化
・藤沢市の５核の一つの拠点として、さらには将来の広域都市拠点としてのポテンシャルを高め、都市拠点の玄関口としての交通結節点機能
の強化を図るため、自由通路や跨線橋やデッキの整備を行う。
・将来の駅勢圏の拡大と新たな都市機能の創出に伴う利用者増に対応するため、ＪＲ辻堂駅改良事業や道路、公園、駐輪場の整備を行う。

【基幹事業】
〇道路：辻堂駅遠藤線、藤沢羽鳥線、明治１号線、辻堂駅遠藤線横断デッキ、辻堂駅南海
岸線南口デッキ
〇公園：神台公園
〇地域生活基盤施設：辻堂駅北口駅前自転車駐車場
○高次都市施設：辻堂駅南北自由通路、
【提案事業】
ＪＲ辻堂駅改良事業
【関連事業】
辻堂神台一丁目地区土地区画整理事業

〇都市基盤施設の整備
・都市計画道路の整備、土地区画整理事業による公共施設整備等都市再生緊急整備区域とその周辺の集中整備。
・交通広場の整備と合わせて駐輪場等の整備を行い、交通結節点機能の強化を図る。
・都市基盤施設として不可欠な公園整備を行い、災害時における地域の防災機能向上を図る。
・駅南北の回遊性を高め、歩車分離の安全で快適な歩行者空間を確保するため、駅アクセス自由通路、明治１号線跨線橋、その他デッキの
整備を行う。
・多様な機能を持つ都市拠点の形成を図るため、都市基盤施設整備を行う。

【基幹事業】
〇道路：辻堂駅遠藤線、藤沢羽鳥線、明治１号線、辻堂駅遠藤線横断デッキ、辻堂駅南海
岸線南口デッキ
〇公園：神台公園、土打公園
〇地域生活基盤施設：辻堂駅北口駅前自転車駐車場
○高次都市施設：辻堂駅南北自由通路
【提案事業】
神台公園ワークショップ事業
　
【関連事業】
辻堂神台一丁目地区土地区画整理事業（街路他）
街路：辻堂駅北口大通り線、辻堂神台東西線
道路：辻堂駅遠藤線

・

【特別景観形成】「湘南Ｃ－Ｘ（シークロス）まちづくりガイドライン」を策定した景観形成基準の下で、規制誘導を進めます。
【地区計画による規制誘導】民間活力を活かしながらまちづくりを進めるため、地区計画制度を活用し計画誘導を図る。
【まちづくり誘導】まちづくり調整委員会で土地利用計画や景観形成に係わる調整を今後も継続したまちづくりを行う。



交付対象事業等一覧表

（金額の単位は百万円）
基幹事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費

道路 藤沢市 直 L=650m W=25m 平成２０年度 平成２３年度 平成２０年度 平成２３年度 77 77 77 77

道路 藤沢羽鳥線 藤沢市 直 L=280m W=12m 平成２３年度 平成２３年度 平成２３年度 平成２３年度 49 49 49 49

道路 明治１号線 藤沢市 直 L=147.4m W=3～6m 平成１９年度 平成２３年度 平成１９年度 平成２３年度 1,640 1,640 1,640 1,640

道路 辻堂駅遠藤線　横断デッキ 藤沢市 直 L=30m W=3m 平成１９年度 平成２０年度 平成１９年度 平成２０年度 424 424 424 424

道路 藤沢市 直 L=48m W=4m 平成２１年度 平成２３年度 平成２１年度 平成２３年度 222 222 222 222

公園 藤沢市 直 Ａ＝１ｈａ 平成２０年度 平成２３年度 平成２０年度 平成２３年度 269 269 269 269

公園 藤沢市 直 Ａ＝０．４５ｈａ 平成２０年度 平成２０年度 平成２０年度 平成２０年度 13 13 13 13

河川

下水道

駐車場有効利用システム －

地域生活基盤施設 自転車駐車場 藤沢市 直 ６７３台 平成１９年度 平成２０年度 平成１９年度 平成２０年度 135 135 135 135

高質空間形成施設 －

高次都市施設 人工地盤 藤沢市 直 L=42m W=12m 平成１８年度 平成２３年度 平成１９年度 平成２３年度 930 930 930 930

既存建造物活用事業 －

土地区画整理事業

市街地再開発事業

住宅街区整備事業

地区再開発事業

バリアフリー環境整備促進事業

優良建築物等整備事業

拠点開発型

沿道等整備型

密集住宅市街地整備型

耐震改修促進型

街なみ環境整備事業

住宅地区改良事業等

都心共同住宅供給事業

公営住宅等整備

都市再生住宅等整備

防災街区整備事業

合計 3,759 3,759 3,759 3,759 …A

提案事業
（参考）全体 交付期間内 交付対象

開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費
藤沢市 直 ホーム拡幅　約4m 平成１８年度 平成２３年度 平成１９年度 平成２３年度 3,346 3,346 2,227 1,285

－

－

藤沢市 直 － 平成１９年度 平成１９年度 平成１９年度 平成１９年度 1 1 1 1

－ 0

合計 3,347 3,347 2,228 1,286 …B
合計(A+B) 5,045

（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間 開始年度 終了年度
個人施行 24.6ｈａ 〇 Ｈ１７ Ｈ２１ 10,945

機構直接施行 L=100m　W=19m 〇 Ｈ１８ Ｈ２１ 1,710

機構直接施行 L=70m　W=19m 〇 Ｈ１８ Ｈ２１ 933

機構直接施行 L=930m　W=25m ○ Ｈ２０ Ｈ２１ 473

合計 14,061

交付対象事業費 5,045 交付限度額

事業
細項目

事業主体事業箇所名

2,031 国費率

うち民負担分

0.403

1,119

1,119

0

交付期間内事業期間
規模直／間

辻堂駅遠藤線

（参考）事業期間

土打公園

うち民負担分

－

神台公園

－

－

規模

－

－事業活用調
査

まちづくり活
動推進事業

事業

辻堂神台一丁目地区土地区画整理事業

事業期間（いずれかに○）

辻堂神台２丁目

辻堂神台１，２丁目

事業主体

辻堂駅遠藤線

－

辻堂駅北口駅前自転車駐車場

辻堂駅南海岸線他

辻堂駅南北自由通路

公園ワークショップ事業

住宅市街地
総合整備
事業

－

交付期間内事業期間
規模事業主体 直／間事業箇所名

所管省庁名

辻堂神台２丁目

事業箇所名

辻堂神台１，２丁目

辻堂駅北口大通り線

辻堂神台東西線

全体事業費

事業
（参考）事業期間

細項目
ＪＲ辻堂駅改良事業地域創造

支援事業

ＪＲ東海道本線辻堂駅



都市再生整備計画の区域

　辻堂駅周辺地区（神奈川県藤沢市） 面積 127 ha 区域
辻堂神台一丁目、辻堂神台二丁目、羽鳥一丁目、羽鳥二丁目の全部及び辻
堂一丁目、辻堂二丁目、辻堂新町一丁目、城南一丁目、大庭の一部

辻堂駅周辺地区（１２７ha） 

辻堂神台一丁目地区 
土地区画整理事業 
Ｈ１７～Ｈ２１ 

街路事業 
辻堂駅北口大通り線 
Ｈ１８～Ｈ２０ 

街路事業 
辻堂神台東西線 
Ｈ１８～Ｈ２０ 

辻堂駅 

横浜湘南道路 

国号１号 辻
堂
駅
遠
藤
線
 

藤沢羽鳥線 

ＪＲ東海道本線 

計画区域 

都市計画道路 国道 

凡    例 

都市計画道路 県道 

都市計画道路 市道  

区域内主要施

明治市民 
センター 

道路事業 
辻堂駅遠藤線 
Ｈ２０ 



ＪＲ辻堂駅乗降客数 （人 ／日） 90,000 （　１５年度） → 123,700 （　２３年度）

明治地区従業者数 （　人　） 7,703 （　１３年度） → 15,400 （　２３年度）

都市再生地区居住者数 （　人　） 3,170 （　１８年度） → 5,470 （　２３年度）

　辻堂駅周辺地区（神奈川県藤沢市）　整備方針概要図

目標 湘南Ｃ－Ｘ（シークロス）都市再生プロジェクトで魅力的な都市拠点を形成する。
代表的な

指標

        基幹事業 

        提案事業 

        関連事業 

凡  例 

明治市民 
センター 

計画区域

都市計画道路 国道

凡 例

都市計画道路 県道

都市計画道路 市道

区域内主要施設

計画区域

都市計画道路 国道

凡 例

都市計画道路 県道

都市計画道路 市道

区域内主要施設

産業関連機能ゾーン

交通結節機能ゾーン

複合都市機能ゾーン

医療・健康増進機能ゾーン

広域連携機能ゾーン

既成市街地活性化ゾーン

産業関連機能ゾーン

交通結節機能ゾーン

複合都市機能ゾーン

医療・健康増進機能ゾーン

広域連携機能ゾーン

既成市街地活性化ゾーン

□提案事業  公園ワークショップ事業 （神台公園）   

○関連事業 辻堂駅北口大通り線街路事業            

■基幹事業  公園事業 （神台公園） 

○関連事業  
辻堂神台一丁目地区土地区画整理事業         

○関連事業 辻堂神台東西線街路事業           

■基幹事業  道路事業 （辻堂駅遠藤線横断デッキ）  

■基幹事業  高次都市施設 （辻堂駅南北自由通路）  

■基幹事業  道路事業 （辻堂駅南海岸線他）  

■基幹事業  道路改良事業 （藤沢羽鳥線） 

■基幹事業  道路事業   
  （明治１号線 ＪＲ横断跨線橋）  

■提案事業   
   ＪＲ辻堂駅改良事業 

■基幹事業  道路改良事業   
 （辻堂駅遠藤線）  

■基幹事業  地域生活基盤施設  
（辻堂駅北口駅前自転車駐車場）  

■基幹事業  公園事業 （土打公園） 

○関連事業 辻堂駅遠藤線道路事業            



参考

事前評価資料



計画の名称：辻堂駅周辺地区都市再生整備計画　　　                    　事業主体名：　藤沢市　　    　

チェックチェックチェックチェック欄欄欄欄

　１）まちづくりの目標が都市再生基本方針と適合している。 ○

　２）上位計画等と整合性が確保されている。 ○

　１）地域の課題を踏まえてまちづくりの目標が設定されている。 ○

　２）まちづくりの必要性という観点から地区の位置づけが高い ○

　１）目標と指標・数値目標の整合性が確保されている。 ○

　２）指標・数値目標と事業内容の整合性が確保されている。 ○

　３）目標及び事業内容と計画区域との整合性が確保されている。 ○

　４）指標・数値目標が市民にとって分かりやすいものとなっている。 ○

　５）地域資源の活用はハードとソフトの連携等を図る計画である。 ○

　１）十分な事業効果が確認されている。 ○

　２）事業連携等による相乗効果・波及効果が得られるものとなっている。 ○

　１）まちづくりに向けた機運がある。 ○

　２）住民・民間事業者等と協力して計画を策定している。 ○

　３）継続的なまちづくりの展開が見込まれる。 ○

　１）計画の具体性など、事業の熟度が高い。 ○

　２）交付期間中の計画管理（モニタリング）を実施する予定である。 ○

　３）計画について住民等との間で合意が形成されている。 ○

⑥⑥⑥⑥円滑円滑円滑円滑なななな事業執行事業執行事業執行事業執行のののの環境環境環境環境

（都市再生整備計画事業等タイプ）

ⅢⅢⅢⅢ．．．．計画計画計画計画のののの実現可能性実現可能性実現可能性実現可能性

ⅠⅠⅠⅠ．．．．目標目標目標目標のののの妥当性妥当性妥当性妥当性

④④④④事業事業事業事業のののの効果効果効果効果

社会資本整備総合交付金社会資本整備総合交付金社会資本整備総合交付金社会資本整備総合交付金チェックシートチェックシートチェックシートチェックシート

ⅡⅡⅡⅡ．．．．計画計画計画計画のののの効果効果効果効果・・・・効率性効率性効率性効率性

③③③③目標目標目標目標とととと事業内容事業内容事業内容事業内容のののの整合性等整合性等整合性等整合性等

①①①①都市再生基本方針都市再生基本方針都市再生基本方針都市再生基本方針とのとのとのとの適合等適合等適合等適合等

②②②②地域地域地域地域のののの課題課題課題課題へのへのへのへの対応対応対応対応

⑤⑤⑤⑤地元地元地元地元のののの熱意熱意熱意熱意
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